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　１0月31日（金）  12時～13時　　　　　  開会礼拝

　11月1日（土）　 13時４５分～１４時３０分  ハンドベル･クワイア  コンサート

　　　　　　　　 １６時～１６時４５分　　　ＡＣＦ(青山キリスト教学生会)賛美集会

　１１月2日（日）　１２時４０分～１３時５分　 青山ゴスペル･クワイア  コンサート

青山祭  ガウチャー記念礼拝堂でのプログラム

青山学院創立140周年記念 メサイア演奏会

今年度の主題聖句

（コリントの信徒への手紙  二  第1章12節）

神から受けた純真と誠実によって

各キャンパスでは、宗教主任が個人相談に応じ、また教会紹介などを行っています。
希望者は、下記オフィスアワーにどうぞ遠慮なくおいで下さい。
教会紹介は宗教センターでも随時行っています。

カウンセリング・教会紹介

【青山キャンパス】
担当者 研　究　室 オフィスアワー
伊藤 　悟
シュー土戸 ポール
大島　 力
塩谷 直也
髙砂 民宣
シェロ マイク
森島　 豊

間島記念館1階
〃

８号館８17
間島記念館3階

〃
〃
〃

宗教センター：間島記念館1階  TEL 03－3409－6537

（木）14：00～16：30
（金）13：20～15：00 
（火）13：30～15：00
（月）15：00～16：00
（月）13：30～15：00
（木）1３：30～14：30
（水）13：30～15：00

担 当 者 研　究　室 オフィスアワー

福嶋 裕子

大宮　 謙

David Reedy

宗教センター：C棟（チャペル）1階  TEL 042－759－6009

C棟（チャペル）2階

〃

〃

（水）12：30～13：30

（木）13：３０～15：0０  

（水）14：0０～15：0０

【相模原キャンパス】

教会史の人々 ［8］

　ルターは宗教改革の端緒を開き、

プロテスタント信仰の原点となった

人物です。1517年10月31日に、

ルターはヴイッテンベルク大学の

教授として「贖宥の効力に関する

九十五箇条の提題」を提出しました。

それは通常「免罪符」と訳されるものに関する議論を求めるものでしたが、このこと

をきっかけに大きな改革運動が起こります。

　ルターは、イエス・キリストを信じる「信仰のみ」によって人は救われ（信仰義認）、

救いの根源は「聖書のみ」にあるとし、当時の教会制度を批判し「万人祭司」を提唱

しました。他方、礼拝に「コラール」（会衆讃美歌）を導入し、ルター自身も讃美歌を

作りました（讃美歌267番）。

　多くの著作を残したルターは、その中のひとつ『キリスト者の自由』（1520年）

において自由と奉仕の関係を論じ、「信仰のみ」という立場が「隣人への愛」に

つながっていくことを明らかにしています。

「マルティン・ルター」
     Martin Luther（1483－1546）

　１０月３１日は宗教改革記念日です。宗教改革は、ヴィッテンベルク大学の神学教授であった

マルティン・ルター（１４８３～１５４６）が、ローマ・カトリック教会の免罪符の妥当性について、

１５１７年のこの日に、９５箇条の提題を発表したことを契機としています。宗教改革の基本的な原理

は、キリストを信じる信仰によって罪を赦され義とされること（信仰義認）、聖書のみを権威と

すること、すべての信仰者は祭司であって福音を宣べ伝えなければならないこと（万人祭司）、

などでした。この宗教改革によって生まれた教会がプロテスタント教会です。青山学院大学は、

そのプロテスタント教会の中のメソジスト教会の宣教師によって創設されたキリスト教大学です。

宗教改革記念日

　日　時　１１月８日（土） １７時開演
　場　所　相模原キャンパス　ウェスレー・チャペル
　演　奏　オラトリオソサェティーOBOG合唱団　
　　　　　入場無料


